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決
済
・
送
金

　

今
回
は
、
次
頁
図
表
の
「
Ｆ
ｉ

ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
カ
オ
ス
マ
ッ
プ
」
を

基
に
解
説
し
た
い
。

　

乱
立
状
態
に
あ
る
○
○
ペ
イ
等

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
普
及
の

見
通
し
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
多
く
の
消
費
者
に
利
用
さ
れ

る
決
済
手
段
で
あ
れ
ば
、
小
売
等

の
事
業
者
と
し
て
も
導
入
し
て
お

き
た
い
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
導
入
を
検
討
す
る
事
業
者
か
ら

の
金
融
機
関
へ
の
相
談
も
あ
る
と

思
う
。

　

日
本
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
今
後
を
占
え
ば
、
当
初

は
、「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
の
導
入

コ
ス
ト
の
低
さ
に
よ
る
加
盟
店
の

拡
大
」
と
「
ポ
イ
ン
ト
還
元
等
に

よ
る
消
費
者
の
誘
導
」
を
き
っ
か

け
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
未

経
験
層
（
事
業
者
、消
費
者
と
も
）

で
の
活
用
が
進
む
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
長
期
的
に
み
て
、
利

用
が
定
着
す
る
か
ど
う
か
は
、
消

費
者
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
み
た
「
現
金

対
比
の
利
便
性
」
に
よ
っ
て
決
ま

る
、
と
予
想
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
観
点
か
ら
は
、「
非
接
触
型
決

済
」
と
「
個
人
間
送
金
」
へ
の
対

応
が
重
要
に
な
る
。

⑴　

ポ
イ
ン
ト
還
元
等

　

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
（
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
グ
ル
ー
プ
）
は
、
１
０
０
億
円

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
一
気
に
利
用
者

が
増
え
た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
や
楽
天
ペ

イ
を
含
め
、
ネ
ッ
ト
大
手
系
の
ス

マ
ホ
決
済
は
、
10
％
〜
20
％
程
度

の
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
て
い
る
。
同
じ
買
い
物

を
し
て
、
実
質
大
幅
割
引
に
な
る

の
で
あ
れ
ば
、「
使
っ
て
み
る
か
」

と
い
う
人
は
増
え
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
大
手
系
の
ス
マ
ホ
決
済

が
採
算
度
外
視
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
て
い
る
の
は
、
ス
マ
ホ
決

済
デ
ー
タ
と
自
社
の
こ
れ
ま
で
の

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ー
タ
を
連
携
さ
せ
、

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に
役

立
て
よ
う
と
し
て
お
り
、
決
済
単

独
で
採
算
を
考
え
て
い
な
い
か
ら

だ
。

　

小
売
等
の
事
業
者
か
ら
み
る
と
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
で
あ
れ
ば
、
端

末
の
導
入
が
不
要
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
だ
け
を
用
意
す
れ
ば
い
い
の
で
、

導
入
コ
ス
ト
が
殆
ど
か
か
ら
な
い
。

　

ネ
ッ
ト
大
手
系
の
ス
マ
ホ
決
済

で
は
、
加
盟
店
手
数
料
を
現
状
無

料
に
し
て
い
る
先
も
あ
る
。
し
か

も
、
決
済
事
業
者
側
の
負
担
で
、

実
質
２
割
引
と
い
っ
た
誘
導
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
今
後
の
こ
と
を
考
え
て
も
、

ス
マ
ホ
決
済
対
応
に
よ
っ
て
、
加

盟
店
自
ら
が
ポ
イ
ン
ト
還
元
や
割

引
ク
ー
ポ
ン
の
配
布
等
を
行
う
こ

と
に
よ
る
自
店
へ
の
誘
導
が
可
能

に
な
る
。
さ
ら
に
、
ア
リ
ペ
イ
や

ウ
ィ
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
と
連
携
し
て

い
る
ス
マ
ホ
決
済
を
活
用
す
れ
ば
、

中
国
人
観
光
客
の
捕
捉
な
ど
に
も

プ
ラ
ス
に
働
く
（
た
だ
し
、
中
国

以
外
の
国
も
含
め
た
観
光
客
の
捕

1

連載　金融デジタライゼーションと実務への影響

　　　FinTechの状況（その1）第５回

　前回は、金融機関がAPI（Application Programing Interface）を活
用し、FinTech企業と連携することによる、新たな金融サービスの可
能性について説明した。現在の日本で展開されている主要なFinTech
については、ロゴをカテゴリー別に示すカオスマップで一覧できる。
今後、カテゴリー別にみたFinTechの状況について、解説していく。
今回は、そのうちの決済・送金および暗号資産（仮想通貨）について
取り上げる。

山口　省蔵
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捉
の
た
め
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
決
済
対
応
が
必
要
）。

　

事
業
者
に
お
い
て
は
、
コ
ス
ト

が
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
ず
に
、
メ
リ

ッ
ト
だ
け
が
み
え
る
状
態
に
あ
る
。

ス
マ
ホ
決
済
の
導
入
が
進
む
は
ず

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
９
年
10
月
か

ら
、
消
費
税
引
上
げ
に
伴
い
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業
者
を
通
じ

た
ポ
イ
ン
ト
還
元
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
国
を
挙
げ
て
の
イ
ベ
ン
ト

に
な
る
た
め
、
時
期
が
近
づ
く
に

つ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
り
上
げ
方

も
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
。
ス
マ
ホ

決
済
の
普
及
は
か
な
り
進
展
す
る

と
思
わ
れ
る
。

⑵　

非
接
触
型
決
済
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
決
済

　

現
状
の
日
本
に
お
け
る
対
消
費

者
決
済
の
汎
用
的
な
手
段
が
現
金

で
あ
る
以
上
、「
現
金
対
比
の
利

便
性
」
が
小
口
決
済
サ
ー
ビ
ス
の

普
及
に
と
っ
て
重
要
に
な
る
。
Ｓ

ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
よ
う
に
「
ピ
ッ
」
と

タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
い
い
非
接
触

型
決
済
の
利
便
性
は
高
い
。「
現

金
で
支
払
う
よ
り
も
便
利
」
と
感

じ
る
人
が
多
い
で
あ
ろ
う
（
な
お
、

接
触
型
、
非
接
触
型
と
い
う
の
は
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
お
け
る
分
類
で
あ

る
。
接
触
型
と
い
う
の
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
端
末
に
「
ザ

ク
ッ
」
と
差
し
て
使
う
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
こ
と
で
あ
る
）。

　

一
方
、
導
入
が
進
み
つ
つ
あ
る

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
に
つ
い
て
、
現

金
に
よ
る
支
払
い
よ
り
簡
単
だ
と

感
じ
て
い
る
日
本
の
消
費
者
は
少

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

中
国
に
お
い
て
、
ア
リ
ペ
イ
や

ウ
ィ
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
に
よ
る
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
決
済
が
急
速
に
普
及
し
た

の
は
、
偽
札
が
多
く
、
現
金
の
信

頼
性
と
利
便
性
が
低
い
、
と
い
っ

た
環
境
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

一
方
、
わ
が
国
の
環
境
は
全
く

異
な
る
。
偽
札
が
少
な
く
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
が
数
多
く
普
及
し
て
い
る
わ
が

国
で
は
現
金
の
信
頼
性
や
利
便
性

が
高
い
た
め
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済

図表　FinTechカオスマップ

（資料）MAStand
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に
「
現
金
対
比
の
利
便
性
」
は
乏

し
い
。

　

従
っ
て
、
当
面
の
盛
り
上
が
り

の
予
想
と
は
裏
腹
に
、
長
期
的
に

み
れ
ば
、
日
本
に
お
い
て
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
決
済
が
メ
ジ
ャ
ー
な
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
な
る
こ
と
は
な

く
、「
非
接
触
型
決
済
機
能
を
併

せ
持
つ
サ
ー
ビ
ス
で
な
け
れ
ば
利

用
の
定
着
は
難
し
い
」
と
み
て
い

る
。

⑶　

個
人
間
送
金

　

日
本
で
も
、
現
金
に
よ
る
決
済

が
不
便
な
ケ
ー
ス
と
い
う
の
は
あ

る
。
一
つ
は
、
比
較
的
高
額
な
決

済
で
あ
る
。
物
理
的
な
媒
体
で
あ

る
現
金
は
、
紛
失
等
の
リ
ス
ク
が

あ
る
の
で
多
額
の
現
金
は
持
ち
歩

き
た
く
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
解
決
策
と
し

て
定
着
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
個
人
間
決
済
で

あ
る
。
消
費
者
に
お
け
る
資
金
決

済
は
主
に「
支
払
い
」な
の
で
、「
受

取
り
」
を
想
定
し
た
準
備
が
さ
れ

て
い
な
い
。
店
舗
へ
の
現
金
支
払

い
は
、
店
舗
側
が
釣
銭
を
用
意
し

て
お
い
て
く
れ
る
の
で
、
問
題
は

生
じ
な
い
。

　

し
か
し
、
友
人
同
士
で
食
事
に

行
っ
た
際
の
割
り
勘
等
の
局
面
で
、

釣
銭
を
用
意
し
て
い
な
い
個
人
同

士
の
現
金
決
済
は
、
途
端
に
面
倒

な
も
の
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
個
人
間
決
済

に
お
い
て
は
現
金
に
は
課
題
が
あ

る
」
た
め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
活
用
ニ
ー
ズ
は
高
い
。
従
っ

て
、
○
○
ペ
イ
が
個
人
間
送
金
に

対
応
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
か
ど
う

か
は
、「
現
金
対
比
の
利
便
性
」

の
面
で
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
個
人
間
送
金
機
能
と
と
も

に
、
当
面
の
間
、
必
要
と
思
わ
れ

る
の
は
、
出
金
（
電
子
マ
ネ
ー
か

ら
銀
行
口
座
に
戻
せ
る
）
機
能
で

あ
る
。

　

利
用
機
会
が
十
分
に
は
な
い
普

及
途
上
の
電
子
マ
ネ
ー
に
関
し
て

は
、個
人
に
と
っ
て
の
「
受
取
り
」

は
早
期
に
は
利
用
で
き
な
い
残
高

の
発
生
に
繋
が
る
。
従
っ
て
、
出

金
機
能
は
、
普
及
途
上
の
段
階
で

は
重
要
な
機
能
と
な
る
。

　

ス
マ
ホ
決
済
に
つ
い
て
は
、
個

人
間
送
金
の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
（
事
実
上
の
標
準
）
を
取

れ
た
先
が
勝
者
に
な
る
だ
ろ
う
。

友
人
ど
う
し
で
食
事
に
い
っ
た
後
、

み
ん
な
が
「
そ
れ
で
は
、
○
○
ペ

イ
で
割
り
勘
ね
」
と
な
る
か
ど
う

か
で
、
勝
敗
は
決
ま
る
。

⑷　

今
後
有
望
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済

　

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
等
の
交
通
系
カ
ー

ド
や
楽
天
Ｅ
ｄ
ｙ
等
の
流
通
系
カ

ー
ド
等
は
、
加
盟
店
側
の
端
末
導

入
コ
ス
ト
の
問
題
は
あ
る
と
は
い

え
、
非
接
触
型
決
済
の
使
い
易
さ

の
点
か
ら
、
な
お
優
位
な
ポ
ジ
シ

ョ
ン
に
あ
る
。
ま
た
、
同
様
の
観

点
か
ら
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ 

ｐ
ａ
ｙ
Ｗ

ａ
ｖ
ｅ
等
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
タ
ッ
チ
決
済
の
拡
大
が
、
今

後
注
目
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
ス
マ
ホ
が
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
に
代
わ
る
媒
体
と
し
て
活
用
可

能
に
な
っ
た
た
め
、
非
接
触
型
決

済
に
と
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
発

行
は
必
須
で
は
な
く
な
っ
た
。
ネ

ッ
ト
大
手
系
の
ス
マ
ホ
決
済
の
中

で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
や
楽

天
ペ
イ
は
、
個
人
間
送
金
機
能
に

加
え
、
非
接
触
型
決
済
機
能
を
備

え
て
い
る
（
た
だ
し
、
両
者
と
も

Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
の
み
に
対
応
）。

特
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
自
体

に
、
個
人
間
送
金
と
の
親
和
性
が

あ
る
点
も
強
み
で
あ
る
。

⑸　

金
融
機
関
に
よ
る
ス
マ
ホ
決

済

　
　

金
融
機
関
に
よ
る
ス
マ
ホ
決

済
に
つ
い
て
は
、
一
部
地
方
銀
行

と
全
国
の
信
用
金
庫
が
Ｏ
ｒ
ｉ
ｇ

ａ
ｍ
ｉ
社
と
連
携
し
、
Ｏ
ｒ
ｉ
ｇ

ａ
ｍ
ｉ 

Ｐ
ａ
ｙ
を
導
入
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｍ
Ｏ
ペ
イ
メ
ン
ト
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

た
銀
行
Ｐ
ａ
ｙ
を
導
入
す
る
先
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（
横
浜
銀
行
の
は
ま
Ｐ
ａ
ｙ
、
ふ

く
お
か
Ｆ
Ｇ
の
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
！
Ｐ
ａ

ｙ
等
）
も
み
ら
れ
て
い
る
。
金
融

機
関
が
主
体
と
な
っ
た
も
の
と
し

て
は
、
Ｊ

－

Ｃ
ｏ
ｉ
ｎ 

Ｐ
ａ
ｙ

が
19
年
３
月
に
開
始
さ
れ
た
ほ
か
、

金
融
界
全
体
で
取
組
む
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ 

Ｐ
ａ
ｙ
が
19
年
10
月
に
開
始
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
金
融
機
関

系
の
ス
マ
ホ
決
済
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
決
済
の
み
で
、
非
接
触
型
決
済

機
能
を
持
つ
も
の
は
な
い
。
個
人

間
送
金
が
可
能
な
の
は
、
Ｊ

－

Ｃ

ｏ
ｉ
ｎ 

Ｐ
ａ
ｙ
の
み
と
な
っ
て

い
る
。
ネ
ッ
ト
大
手
系
の
よ
う
な

大
幅
な
ポ
イ
ン
ト
還
元
も
み
ら
れ

な
い
。
先
行
投
資
に
よ
っ
て
シ
ェ

ア
を
取
ら
な
け
れ
ば
見
返
り
が
な

い
イ
ン
フ
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
参
入
す

る
に
し
て
は
、
思
い
切
り
の
な
さ

を
感
じ
る
。

　
　

暗
号
資
産
（
仮
想
通
貨
）

⑴　

資
産
と
し
て
の
特
徴
と
規
制

の
強
化

　

暗
号
資
産
に
つ
い
て
は
、
決
済

手
段
と
し
て
の
活
用
が
意
識
さ
れ

た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
投
資
対
象

と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
殆
ど
で

あ
る
。

　

資
産
と
言
っ
て
も
、
株
式
や
債

券
の
よ
う
に
配
当
や
利
息
を
生
む

も
の
で
は
な
い
の
で
、
Ｆ
Ｘ
や
商

品
先
物
と
同
じ
類
の
金
融
商
品
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

暗
号
資
産
の
普
及
途
上
に
お
い

て
は
、
社
会
的
な
認
知
が
拡
が
る

に
つ
れ
、
資
金
が
流
入
し
、
大
幅

な
価
格
上
昇
が
見
ら
れ
、
初
期
の

投
資
家
が
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を

享
受
し
て
い
た
。
し
か
し
、
長
い

目
で
み
れ
ば
ゼ
ロ
サ
ム
的
な
資
産

で
あ
る
。

　

ま
た
、「
国
家
を
背
景
に
し
て

い
な
い
通
貨
」
と
の
認
識
か
ら
、

国
際
情
勢
の
不
安
に
伴
い
価
格
が

上
昇
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、

こ
の
点
は
、
金
な
ど
の
商
品
で
も

同
様
で
あ
る
。

　

管
理
体
制
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
に
よ
る
暗
号
資
産
交
換
所
に
お

け
る
ハ
ッ
キ
ン
グ
事
件
の
発
生
や

破
綻
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（
Ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｉ
ａ

ｌ 

Ｃ
ｏ
ｉ
ｎ 

Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ

ｇ
：
暗
号
資
産
の
発
行
に
よ
る
資

金
調
達
）
等
に
絡
む
詐
欺
の
多
発

等
も
み
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
、

規
制
を
整
え
つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
、
法
定
通
貨
と
の
誤
認
防

止
の
た
め
、
法
令
上
の
呼
称
は
仮

想
通
貨
で
は
な
く
、
暗
号
資
産
と

な
っ
た
。

⑵　

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
参
入

　

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
が
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
を
使
っ
た
仮
想
通
貨

で
あ
る
Ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
の
構
想
を
発

表
し
た
。

　

Ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
で
は
、
通
貨
バ
ス

ケ
ッ
ト
方
式
（
ド
ル
、
ユ
ー
ロ
、

円
と
い
っ
た
主
要
通
貨
の
加
重
平

均
に
連
動
し
て
為
替
レ
ー
ト
を
決

め
る
方
式
）
に
よ
る
価
値
の
安
定

を
図
ろ
う
と
し
て
お
り
、「
通
貨
」

と
し
て
の
活
用
が
意
識
さ
れ
て
い

る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
個
人
間
送
金
と
の
親

和
性
が
高
い
。
こ
れ
ま
で
の
銀
行

振
込
の
課
題
に
、「
相
手
に
届
い

た
の
か
ど
う
か
が
分
り
に
く
い
」

と
い
う
点
が
あ
る
の
に
対
し
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
ベ
ー
ス
に
す
れ
ば
、
送
金

時
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
る
。

　

ま
た
、
世
界
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
が
手
が
け
る
の
で
あ
れ

ば
、
コ
ス
ト
が
高
い
海
外
送
金
の

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
が
仮
想
通
貨
を
発
行
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
利
便
性
の
高
さ
が
す

ぐ
に
想
像
で
き
る
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、「
個
別
企

業
が
世
界
の
決
済
を
支
配
す
る
か

も
知
れ
な
い
不
安
」
が
課
題
と
し

て
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

 （
株
式
会
社
金
融
経
営
研
究
所　

代
表
取
締
役　

所
長
）
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